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皆さん、入社おめでとうございます。グローブシップグループ３社の合同入社

式に、このように若々しく意欲に溢れた新入社員がグローブシップ株式会社に 35

名、株式会社アトックスに 21 名、そして、日東カストディアル・サービス株式

会社に 9 名、合計 65 名もの皆さんを私たちの仲間としてお迎え出来たことは、

大変心強く頼もしい限りです。この中には外国籍の新入社員が 7名おります。心

から皆さんを歓迎致します。 

 

２年前から 3ヵ年計画をスタートさせましたが、最も重要なテーマは、グロー

ブシップとしてのブランドの構築です。そのブランドイメージを「戦略 FMパー

トナーのグローブシップ」という言葉で表しています。ここには、お客様から見

て「単に価格が安いから選んだ業者」或いは「他の企業と何時でも取り換えられ

る業者」ではなくて、「お客様自身の事業にとって必要不可欠なビジネスパートナ

ー」として選んで欲しいという思いが込められています。 

 

ブランドに相応しい社風、企業文化を作るために、社員の行動規範を具体的に

規定しました。中身は 16項目に亘り、「お客様に対する姿勢」、「社会に対する姿

勢」そして「職場における心構え」と 3つのカテゴリーで構成しています。社員

一人一人の仕事の取り組み方、意識の持ち方等を具体的に定めたものです。これ

を「グローブシップウェイ、GS WAY」と呼び、昨年７月から全社でその周知徹

底を図るキャンペーンを展開しています。 

 

私たちの会社の挑戦は、それぞれの基本理念、基本方針であるミッション、ビジ

ョン、バリューにある大きな志と使命感に基づいています。私たちは単に売上、

利益を追求するだけの会社ではなく、企業活動を通じて、ここに掲げた企業理念

の実現を目指す会社です。 

 

勿論、売上と利益は会社が存続する上で不可欠ですが、私たちにとってそれは

あくまで手段であって目的ではありません。仕事を通じてお客様や社会に貢献し

ていくこと、そして、その仕事の担い手である社員を幸せにするということ、が

目的です。 

 

私たちの会社の考え方、価値観は GS WAY の 16 の行動規範に表れています。

その中で特に大切だと私が思う３つの規範についてお話します。先ず、１つ目は



「誇り」です。GS WAYでは「グローブシップ社員として誇りと使命感を持って

行動すること。いつも誠実に全力で仕事に取り組むこと」と謳っています。ここ

で言う「使命感」とは会社の仕事を通して社会に貢献していくという高い志を指

します。常にこの使命感と誇りを持って、誠実に一生懸命仕事に打ち込むことが

大事です。仕事は誇りとやり甲斐を持って楽しく働くことが大事であり、良い仕

事が出来る秘訣です。 

 

２つ目は「当事者意識」を持つということです。その意味は「自分が担当する

仕事については常に責任感と問題意識を持って遂行し、より良い成果を追求する

ことです」更に、自分の仕事の範囲を狭く考えずに、他の部門や他の同僚が担当

する業務についても、「人ごと」ではなく、「自分の仕事」に関係していると認識

して、同僚と協力、連携し、対応策を一緒に考え、主体的に責任を持って取り組

むことが大切です。 

 

そして、３つ目は「チャレンジと自己実現」です。GS WAYでは、「高い目標を

持ち、常に挑戦し続ける。現状に甘えず、先入観にとらわれず、一人一人が推進

者となって、改善、改革に取り組み、革新を起こす。仕事を通して人間的に成長

し、自己実現を目指す」とあります。この「チャレンジ」「挑戦」という考え方は

大事な価値観です。過去の延長線上で物事を考えず、新たな発想を持って、改革

に取り組むことが大事です。新しいことをやろうとするときに、出来ない理由を

考えるのではなく、どうやれば出来るかを考えて行動することが絶対に必要です。 

 

私たちの目の前には既に顕在化している深刻な人手不足の問題があります。ま

た、「ロボット」「AI」「IOT」等の革新的なイノベーションが引き起こす大きな社

会変動はある意味リスクかもしれません。しかし、私たちは、こうした問題や変

化を寧ろチャンスと捉え、その解決にチャレンジするしたたかさと勇気を持たな

ければならないと考えています。 

 

これから先、会社も皆さんも何時も順風満帆という訳にはいきません。色々な

ことが起こると思います。大事なことは何があっても逃げずに立ち向える準備を

何時もしていることです。その時、今述べた 3 つの考え方は必ず役に立ちます。

私たちの夢や希望はその困難、課題を乗り越え、新たな道を自ら切り開いた先に

あります。今日入社し、私たちと同じ船に乗り込んだ皆さんには、そうした気概

と覚悟を共有して頂き、私たちと共に帆をいっぱいに張って、大海原を目指して

頂きたいと思います。 

 


